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1．背景と概要

　　近年ゴミの分別が進んでいるため、可燃ゴミの中で水分が多く燃えにくい生ゴミの占める比率

　が上昇している。特に都市部では、人口・飲食店の集中により大量の生ゴミが発生している。生

　ゴミは腐敗するため遠くに運べないことから、都市部での処理が必要である。また、ダイオキシ

　ン発生を防止するために高温で焼却するため、生ゴミの焼却がヒートアイランド現象の」因とな

　ってし・る．、

　　」方、空調設備は快適な生活に欠かすことのできない存在であるが、その排熱を有効利用でき

　ず、大気に放出している、この空調排熱の有効禾1」用はヒートアイランド現象の対策として非常に

　重要である。

　　本提案は生ゴミの微生物処理に着目し、その温度維持に空調排熱を利用することで、熱源の規

　模を維持したままこれら2つの課題を同時に解決するものである．提案するバイブリッドエネ

　ルギーセンターは、地域に冷温水を供給する熱源設備と、この熱源の排熱から取り出した温水で

　生ゴミ処理槽を加温し、好気発酵またはメタン発酵により生ゴミを減容・水素化する施設から構

　成される。シ’ステムの概要を図1に示すコ
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図1　システムの概要




